
☑

☑

☑

☐

☐

☑

☐

☑

☐

＜パートナーシップ＞

環境

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

私たちは、近隣農家と協力し、廃棄トマトの買い取りと加工を通じて共に利益を生み出すパートナーシッ
プを築きます。地域社会と共にSDGs達成を目指します。

環境

廃棄食材（フードロス）の減少
食材廃棄量
2024年300kg
２０２７年１ｔ

社会

経済

年齢を問わない採用の実施
採用の人数（役員以外の日本人）
２０２４年０人
２０２７年２人

社会

事業者名 株式会社レッドアップ

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

私たちは、近隣農家の廃棄されるトマトを有効活用し、食品ロス削減と地域農業の持続可能な発展を目
指します。自社加工場でトマトを加工し、付加価値を創出することで、地域経済を活性化させながら、
SDGsの目標12「つくる責任、つかう責任」と目標13「気候変動に具体的な対策を」達成に貢献します。
2030年までに、環境負荷を低減し、地域と共に持続可能な未来を築くことを経営方針とします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

新規

経済

環境

ファームステイ受入対象者の拡充による地域貢献
受入れの幅
２０２４年２人
２０２７年５人

社会

経済


